
　

　入社試験のとき初めて日本橋室町
にある三井本館を訪れました。1998
年に国の重要文化財に指定された歴
史的建造物で、その荘厳な面持ちに
圧倒され緊張感でいっぱいになった
ことを覚えています。1980年に三井
金属鉱業に入社し、このビルに勤務
することができたのは得難い経験で
した。入社当時は鉱量計算や原料代
計算など非鉄製錬事業特有のシステ
ムに携わりました。
　その後、三井金属のグループ企業6
社へオフコンを導入する担当となり
ましたが、この経験が私の職務にお
ける大きな糧となりました。という
のは、上司である当時の課長と私の

二人だけでこの業務を進めることに
なったため、多くのプロセス、様々な
現場の状況を学ぶことができたから
です。二人で担当したのは、当時の三
井金属がオイルショックや円高の影
響から経営状況が厳しく多くの人員
を割けなかったことが理由ですが、
私にとってはオフコンのノウハウ取
得から、詳細設計、開発、運用定着ま
で一貫して携わることができた貴重
な経験でした。コンピュータのこと
はわかっていても、実業務の詳細は
理解していませんでしたから、会計、
総務、人事、給与など現場の方がそれ
ぞれ丁寧に教えてくださったことが
とてもありがたく、現在へつながる
大きなスキルとなりました。このオ
フコン導入後に本社会計の核の一つ
である原価計算システム担当となり
ました。責任も重大でしたが非常に

やりがいのある日々でした。
　1980年代後半は様々な分野でコ
ンピュータリゼーションが進み、SE
不足が社会問題として取り沙汰され
るようにもなりました。こうした
ニーズを見込み、コンピュータシス
テム部門を独立させ事業を拡大する
という目標のもと、1989年に株式会
社ユアソフトが誕生したのです。
　ただ、1990年代にはバブル崩壊も
あって受注は思うように進まず、ユア
ソフトの滑り出しは順風とは言えま
せんでした。しかし、事業所に点在す
るホストコンピュータを統合すると
いうビッグプロジェクトの際には、外
部ベンダーによる失策を速やかにリ
カバリーするなど、三井金属の業務を
熟知する高いスキルはグループ内で
の信頼を勝ち得ていきました。

　1997年には、2000年問題に端を発
した基幹システムの統合という三井
金属グループ全体にかかわる大きな
プロジェクトが動き出します。これ
は事業の多角化とグローバル化に対
応するため、国内外55社の基幹シス
テムをSAP ERPで統一するという当
時としては画期的な計画でした。
　三井金属グループは非鉄製錬事業
を中核としていましたが、自動車部
品や銅箔、伸銅、セラミックス、電池
材料などの製造・販売、さらに商社
もあれば、エンジニアリング、サービ
ス、当社のようなITもあります。予想
はしていましたが、自社の業務には
適応できないと申し出る会社も少な
くありませんでした。業務プロセス
やルールの違いを越えてグループ統
一を図るためには、SAP標準の機能・
プロセスに準拠して業務の整理を行
うことが必要でした。各社には説明
と説得を繰り返しながら導入を進
め、その過程で取引先や業務に支障
を来すものだけを追加開発し、ソフ
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トウェア本体のモディフィケーショ
ンは一切行いませんでした。こうす
ることで、導入時は苦労しても、稼働
後のビジネス変革、機能拡張、アップ
グレードや法改正などに素早く対応
することができています。
　現在では国内外の55社がグローバ
ル1システムで業務運営されていま
す。データが一元管理されることに
より、見える化の速度と精度を向上
させ、連結決算のスピードアップに
貢献しています。また、世界中で同じ
オペレーションが通用するため、転
勤時の引き継ぎ軽減というメリット
も生みました 。さらにはICTの二重
三重投資や運用経費を削減し、戦略
的なICT投資への振り分けを実現し
たことも評価につながっています。
もちろん、このような業務改善とと
もに、監査の透明性というグローバ
ル企業としての矜持を保つことにも
寄与しています。
　このプロジェクトを進めていく中
で、当社に対する信頼感も増していき
ました。これまでは、会計、販売、購買、
生産、在庫、原価といった基幹システ
ムをグローバルで統一してきました
が、現在はさらに、生産計画や設備管
理といった現場寄りのシステムや
IoT、ビッグデータ、AI、ビジネスサ
ポートを行うWeb系システムもグ
ローバルでの統一を進めています。

　業種の異なるグループ企業にSAP 
ERPを導入した経験とノウハウをも
とに構築したテンプレートが
「REALMODEL（リアルモデル）」で
す。リアルモデルは、現在、220社を超
えるお客様にご利用いただいており、
製造業や商社から小売、通販、IT、
サービスと多岐にわたります。リアル
モデルは短期・低コストで実業務に
もとづいたシナリオと機能が準備さ
れていることが特長で、企業規模にか

かわらず、ご好評をいただいていま
す。今後は、外販体制を強化し、パート
ナー企業との信頼関係も育みながら、
リアルモデルを活用いただける機会
をより幅広く展開していきます。
　三井金属グループの実践フィール
ドで培ったノウハウを付加価値とし
て昇華し、これを商品化してグルー
プ外へ発信する。さらにグループ外
のお客様からの意見やニーズをグ
ループ内のシステムにも反映させ
る。このようにスパイラルな成長を
遂げることが当社の目指すところで
あり、また当社が持つ強みだとも考
えています。

　当然ながら、当社には三井金属グ
ループの一員としてグループ全体の
発展に寄与することが求められます。
しかし、安穏とグループ内の業務だけ
をこなしていては、ICT技術者として
の成長や刺激が限定的なものになっ
てしまうことも懸念されます。井の中
の蛙にならぬよう、常に厳しさを持っ
てスキルを磨くためにはグループ外の
お客様とのプロジェクトが不可欠だと
考えています。2011年に社長に就任
して目指したのは、内部と外部の仕事
のバランスを取りながら、会社のポテ
ンシャルを高めていくことです。
　中期経営計画では「見えないものを

見えるようにするためのIT化推進」
「ノウハウ・スキルをリターンするため
の外販事業」「ありたい人材像の実現
と人材確保」という方針を策定しまし
た。当社の社員採用においては国籍や
学歴は不問で「ありたい人材像」を焦
点に求人を行います。積極的に自分を
高めようとし、好奇心と厳しさを持って
仕事に挑戦する意欲を持った人こそ
会社にとって重要です。
　社員にはまず自ら手を挙げなさいと
話しています。手を挙げることで責任
感が生まれ、仕事に対する自覚が持て
るのです。そうしたチャレンジ精神を持
つ社員には海外研修や公的資格取得
に対する教育補助制度などへの道が
開けますが、何のためにどういうメリッ
トがあるのか、どう仕事に活かせるの
かを社員からきちんと説明してもらい
ます。社員一人ひとりが自立したプロ
フェッショナルであること、企業として
これほど強いことはないと思います。

10年ほど前から、小さな頃か
ら親しんだスキーの魅力に改め
てとりつかれている。数日の休
暇が取れたときには北海道の
パウダースノーを目指す。滑り
を満喫した後の温泉と北国の
居酒屋での触れ合いを楽しみ
ながらの一杯は格別！だとか。

培ったノウハウを活かし
SAPテンプレートを外販

企業の発展に必要なのは
国籍や学歴より意欲
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